
当社は経営理念「真の価値を追求し、その喜びを分か
ち合う」のもと、「中期経営計画－中村屋2027ビジョン－」
に基づき、経営目標達成に向けた取組みを進めました。
中華まんビジネスでは、電子レンジでそのまま温めら

れる個包装の簡便性を訴求し、通年販売の強化と需要
の掘り起こしを図りました。菓子ビジネスでは、日常使
いの‘デイリー菓子’について、どら焼類の製法見直しに
よる品質改良で増収を図りました。食品ビジネスでは、
消費者ニーズに合わせた商品開発を進め、レトルトカレー

2025年度の経過および成果
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詳しい財務情報はこちらから

や中華調理用ソースの改良、品揃え強化とともに業務用
販路での中食業態への提案強化に取組みました。また、
新宿中村屋本店では、季節商品の販売や賞味会の開催
により、多くのお客様にご来店いただきました。
これらの取組みに加え、原材料の調達方法や商品の
価格・規格の見直し、アイテムの絞り込みによる製造コ
スト低減や工場稼働率の平準化を進め、収益体質の強化
を図りました。

株主の皆様へ
株主の皆様におかれましては、
日ごろより格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
ここに株式会社中村屋第105期（2025年4月1日から
2026年3月31日まで）における事業の概要を
ご報告申し上げます。

第 1 0 5 期報告書 2025年4月1日   2026年3月31日

証券コード：2204

代表取締役社長
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菓子事業

食品事業

不動産賃貸事業

売上高 26,220百万円 （前期比2.3％減）

売上高 10,219百万円 （前期比7.6％増）

売上高 913百万円 （前期比0.5％減）

菓子類では、ギフト商品の品質改良、主力商品「月の菓」の規格変更、新商品「月の
菓 栗」などの新発売により、カジュアルギフトの品揃えを強化しました。‘デイリー菓子’類で
は、どら焼類をリニューアルし、「逸品どら焼」を中心に拡販するとともに、「小倉粒あんも
なか」「焼きかりんとう饅頭」「あんこパイ」「ミルクまん」などのラインナップを強化しました。
中華まん類では、量販店販路を中心に、個包装のまま電子レンジで温められる「肉まん」

「あんまん」などを訴求し、年間を通じた拡販に努めました。さらに、春夏期に「辛肉まん」、
秋冬期に「濃厚チーズ肉まん」「てりやきチキンまん」を発売するとともに、店頭でのレン
ジ試食販売やレンジ体験イベントなど、簡便さの訴求・認知向上に向けたプロモーション
施策を実施しました。

当社は、2023年に策定した「中期経営計画－中村屋
2027ビジョン－」で掲げた戦略を、これまでの進捗状況
をふまえてブラッシュアップし、経営目標達成に向けた取
組みを加速していきます。
中華まんビジネスでは、中華まんが年間を通じて「手

軽に食べられる食」として定着するための施策を継続する
とともに発酵・包餡技術を活かした新商品の開発・発売
を進めます。
食品ビジネスでは、中価格帯のアイテムの拡充や新た

な需要を狙った商品の発売、培った調理技術や商品価値
を訴求するプロモーションの実施などにより、レトルト食
品の展開拡大を図ります。

市販食品では、消費者ニーズの多様化に対応するため、レ
トルト食品類において「シェフが仕立てた」シリーズを投入し、
新たなユーザーの獲得に努めました。また「THE 濃厚」シリーズでは新商品「芳
醇マイルドカリー」を発売し、ラインナップを拡充しました。中華調理用ソースでは、
新商品「辛香自在麻婆豆腐」を発売し、お客様に新たな価値を提供しました。
業務用食品では、中食・内食販路への開発・提案を継続して推進しました。
直営レストランでは、新宿中村屋本店「カジュアルダイニングG

グ ラ ン ナ
ranna」「レスト

ラン＆カフェM
マ ン ナ
anna」「オリーブハウス」で季節感のあるメニューを提供し、お客様

満足度を高め集客力の向上を図りました。

売上高構成比

27.4%

不動産賃貸事業では、商業ビル「新宿中村屋ビル」において快適で賑わいのある商業空間の提供に努め、
満室稼働の維持につなげました。また、武蔵工場の敷地の一部に設定した事業用定期借地権や、旧東京事
業所跡地の一般定期借地権による地代収入により、安定した売上を確保しました。

売上高構成比

2.4%

事業別概況

今後の課題と戦略

逸品どら焼

�THE濃厚 芳醇マイルドカリー 辛香自在麻婆豆腐

菓子ビジネスでは、餡を使ったスイーツの開発・拡販
を進め、日常使いの‘デイリー菓子’の売場拡大に注力し
ていきます。また、2025年11月に上市したオフィス常設
型の社食サービス「O

オ フ ィ ス
ffice S

ス タ ン ド
tand B

バイ
y Y

ユ ー
ou」では、展示

会への出展など認知拡大に努め、新たなビジネスモデル
を構築していきます。
加えて、2025年度に更新した基幹システムなどを活用

し、業務の標準化・効率化をさらに進めていきます。
以上の取組みを通じて、成長力の高い企業へと変革さ

せ企業価値の向上を実現していきます。株主の皆様にお
かれましては、引き続きご理解とご支援を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。

売上高構成比

70.2%
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日本橋三越「あんこ博覧会®」出店
本店のボンナ、菓子開発部、研究・技術開発部の共同で、日本橋
三越本店で開催された「あんこ博覧会®」に出店しました。今回のテー
マ「Thank you Berry much」に沿って、ベリーとあんこを掛け合わ
せた限定商品などを販売し、当社の製菓技術と商品開発力を訴求しま
した。会場では実演販売を通じて
できたての商品を提供し、多くの
お客様にご来場・ご好評をいただ
きました。当社ブランドの認知向
上にも寄与する、大変盛況な催事
となりました。

独自価値の発信

新たな事業への挑戦として、法人向けオフィス
常設型の社食サービスを立ち上げました。オフィス
での食の時間をより豊かにし、働く活力や心のゆと
りを支えることを目指して、1927（昭和２）年のレ
ストラン開設から培った調理技術を生かし、シェフ
が開発したオフィス専用のスープをお届けします。
また、11月20日にはメディア向けのPR試食イベ
ントを実施し、島田社長・開発担当のシェフ・企画
担当が登壇し、サービスやスープの紹介、導入企
業さまとのトークセッション、スープの試食、個別
取材対応などを行いました。

独自価値の発信

オフィス常設型の社⾷サービス
「O

オ フ ィ ス

ffice S
ス タ ン ド

tand B
バ イ

y Y
ユ ー

ou」が本格始動＆
メディア向けPR試食イベント実施

TTOOPPIICC  SSトピックストピックス

ご好評につき、本年も中村屋サロン美術館を含む「新宿中村屋ビル体験ツアー」と
「中華まんミュージアム見学会」を開催します。詳細は別紙のご案内をご確認ください。

「中華まんミュージアム見学会」の様子「新宿中村屋ビル体験ツアー」の様子

株主様向けイベントのお知らせ

できたてサンド月餅 
（木苺ミルク）

ストロベリーパイ

パイ月餅
（クランベリー・ごまあん）

あんこ博覧会®

限定商品

出店期間：2026年
2月4日～2月14日
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第105回定時株主総会決議ご通知
第105回定時株主総会において、以下のとおり報告ならびに決議されましたので、ご通知申し上げます。

報告事項 第105期（2025年4月1日から2026年3月31日まで）事業報告および計算書類報告の件  
本件は、上記の内容について報告いたしました。

決議事項 第１号議案	� 剰余金の処分の件	 �
本件は、原案どおり承認可決され、期末配当金は、普通配当として１株につき75円とすることに
決定いたしました。

第2号議案	� 取締役５名選任の件	 �
本件は、原案どおり承認可決され、取締役に島田 裕之、弘中 雅裕、藤本 聡の3氏が再選さ
れ、また、新たに齊藤 正樹、金井 直美の両氏が選任され、それぞれ就任いたしました。

第３号議案	� 監査役１名選任の件	 �
本件は、原案どおり承認可決され、監査役に新たに竹下 裕二氏が選任され、就任いたしました。

第４号議案	� 補欠監査役１名選任の件	 �
本件は、原案どおり承認可決され、補欠監査役に橋本 克紀氏が選任されました。

第5号議案	� 取締役（社外取締役を除く。）に対する譲渡制限付株式の付与のための報酬決定の件	 �
本件は原案どおり、中長期的な企業価値の向上を図るインセンティブを付与するとともに、株主
の皆様との一層の価値共有を進めることを目的として、現行の取締役の金銭報酬枠の枠内で、
当社の社外取締役を除く取締役に対し、譲渡制限付株式の付与のための報酬制度を導入するこ
とに承認可決されました。

第6号議案	� 当社株式の大規模買付行為に関する対応方針（買収への対応方針）継続の件	�
2023年６月29日開催の第102回定時株主総会で決議し、継続しております「当社株式の大規模
買付行為に関する対応策」を基本的なスキームに変更なく、継続することに承認可決されました。

住　所：東京都新宿区新宿三丁目26番13号
e-mail： kabunushi@nakamuraya.co.jp
U R L ： https://www.nakamuraya.co.jp/

〈お問合せ先〉総務・法務部
電　話： 03-5325-2700

創 業 1901（明治34）年12月30日
設 立 1923（大正12）年4月1日
資 本 金 74億6,940万円
営 業 内 容 各種和洋菓子・パン・その他食料品の製造、

販売ならびに飲食店の営業
従 業 員 数 780名（左記の他臨時従業員が期中平均437名おります。）

概要

発行可能株式総数 19,904,400株
発行済株式の総数 5,976,205株
株 主 数 12,989名

株式の状況

（注）�発行済株式の総数には、自己株式
（261,600株）が含まれております。

（注）�前期末に比し103名増加いたしま
した。

未払配当金のお支払…みずほ信託銀行（※）およびみずほ銀行
（※）トラストラウンジではお取扱できませんのでご了承ください。

ご注意	�支払明細発行については、上記「特別口座の場合」のフリー
ダイヤルまでご連絡ください。

	� 特別口座では、単元未満株式の買取・買増以外の株式売買
はできません。

証券会社に
口座を

お持ちの場合
特別口座の場合

郵便物送付先

お取引先の
証券会社と
なります。

〒168-8507 東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行　証券代行部

電話お問合せ先 0120-288-324
（土・日・祝日を除く9：00～17：00）

株主総会資料の
電子提供制度
（書面交付請求）
についてのお問合せ先

電子提供制度専用ダイヤル
0120-524-324
（土・日・祝日を除く9：00～17：00）

お取り扱い店 みずほ信託銀行（※）

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
配当金受領株主確定日 毎年3月31日
定時株主総会 毎年6月
単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告により掲載します。ただし電子公

告を行えない事由が生じたときは日本経済
新聞に掲載する方法により行います。

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 みずほ信託銀行株式会社
本店証券代行部

株主メモ

役員（2026年6月26日現在）

（注）�取締役藤本聡・金井直美の両氏は�
社外取締役であります。�
監査役の日向研・小川直樹の両氏は�
社外監査役であります。

代表取締役
社長 島田　裕之

取締役兼
執行役員 弘中　雅裕

取締役兼
執行役員 齊藤　正樹

取締役 藤本　　聡
取締役 金井　直美
常勤監査役 竹下　裕二
監査役 日向　　研
監査役 小川　直樹

執行役員 羽下　宜寛
執行役員 河野奈美江
執行役員 鈴木　克司
執行役員 春江　達夫
執行役員 太田　憲治
執行役員 仲程　琢郎
執行役員 本多　大輔
執行役員 水野　豊司
上席理事 井上　祐一

「株主総会」に関する情報はこちらから

▲

010_0546001302606.indd   3010_0546001302606.indd   3 2026/06/10   13:35:312026/06/10   13:35:31


